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Ⅳ 基本目標を達成するための取組の基本的方向

基本目標１ 知・徳・体のバランスのとれた、社会に貢献する自立した

人間の育成

【施策１】 子どもたちの豊かなこころをはぐくみます

【施策の現状】

他人を思いやるこころの育成や 「ならぬことはならぬ」という会津藩校日、

新館の教えが大切にされてきたように、子どもたちの豊かなこころを育むこと

は、いつの時代でも不変の重要な課題です。また、地域の人々の結びつきが弱

まり、多様な情報ツールの普及により、人間関係が希薄化する中、子どもたち

の社会性の欠如等を危惧する声が高まっています。

本県においては、これまで道徳教育の充実や体験活動・ボランティア活動の

充実等により子どもたちの豊かなこころの育成に努めてきたところです。文部

科学省の調査によれば、本県は、平成23年度の暴力行為の発生件数及びいじめ

の認知件数は全国２位の低さ、不登校の出現数が全国３位の低さであり、児童

生徒の問題行動等が少ない県であるという結果が出ています。

〔豊かな人間性や社会性が育まれていると感じる割合（全体 〕また、県教育委員会が、平成21年３ ）
月に実施した県民アンケート調査（以

、「 」 。） 、下 県民アンケート という では

本県の児童生徒の豊かな人間性や社会

、 「 」、性について 約半数が 育まれている

「どちらかと言えば育まれている」と

感じているという結果でした また ど。 、「

ちらかと言えば」も含め、育まれてい

ると感じている県民の割合は、市部に

比べて、郡部において高いという傾向

も分かりました。

〔豊かな人間性や社会性が育まれていると感じる割合（居住地域・規模別 〕）
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さらに 「いじめ、不登校等の問題の対応 （94.3％ 「道徳教育の充実」、 」 ）、

（88.5％ 「児童生徒の体験活動等の推進 （82.1％ 「学校における読書活）、 」 ）、

動の推進 （77.2％）などで 「重要」または「どちらかと言えば重要」と答え」 、

た県民の割合が高く、子どもたちの豊かなこころの育成について、県民が特に

重視しているという結果が出ています。

〔各施策の今後の重要性について〕

［東日本大震災・原子力災害を経て］

東日本大震災・原子力災害により、親や家族を失ったり、多くの県民が長期

にわたる避難生活を強いられるなど、本県は未曾有の被害を受けました。この

ため、親を失った子どもをはじめとして、多くの子どもたちは不安な思いを強

めています。

一方で、いのちの尊さや家族の絆の重要性などを改めて考える機会となりま

した。

【基本的方向性】

・ 子どもたちの豊かな情操や規範意識、公共の精神、他を思いやる優しさなど

を育む観点から、学校を中心として、家庭や地域と一体となって道徳教育の充

実を図るとともに、自然体験や集団宿泊体験などのさまざまな体験活動を進め

ます。

・ いじめ、不登校等の問題の未然防止や早期対応が可能となるよう、少人数

教育によるきめ細かな指導や教員の研修を充実するとともに、児童生徒の発達

の段階に応じた、いのちやこころを大切にする性に関する指導の充実や男女共

同参画社会 の形成に向けた教育を進めます。１９

・ 人間形成の基礎を培う幼児教育を進めるとともに、学校と地域が連携した

子どもの読書活動を進めます。

……男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分
19

男女共同参画社会

野における活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及

び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会。
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[東日本大震災・原子力災害を経て]

・ 被災して不安な思いを抱えている多くの子どもの心身や生活面について十分

な支援を行うとともに、改めて認識した「いのちの尊さ 「家族の絆」などを」

考えさせる教育を推進します。

【今後の取組】

◇ 道徳教育の充実

各学校における道徳教育を推進する教員を中心とした指導体制づくりや、

道徳の時間における多様な指導方法等の工夫、道徳の授業公開の積極的な実

施、家庭や地域社会との連携の強化等を行い、地域の伝統や歴史を踏まえな

がら、学校の教育活動全体を通して、道徳教育の充実を図ります。

また、東日本大震災を経験した人々を対象にしたエッセイコンテストの実

、 、「 」「 」「 」施や たくましく生き抜く人々の姿を教材化するなど いのち 家族 絆

をテーマに広く道徳教育を推進します。

◇ 体験活動の推進

児童生徒の発達の段階に応じて、特別活動や総合的な学習の時間などにお

いて、自然体験活動、集団宿泊活動、職場体験活動、ボランティア活動、社

会奉仕活動、交流活動などを行うことにより、学ぶ意欲や自立心、思いやり

のこころ、規範意識などの育成を図ります。

◇ 少人数教育によるきめ細かな指導（関連施策：施策３、施策２０）

少人数教育を推進し、教員が子どもたち一人一人に向き合い、子どもたち

が抱える課題やその背景を的確に把握し、それらにきめ細かに対応すること

により、不登校やいじめ等の未然防止に努めます。

◇ 教育相談体制の整備（関連施策：施策１７）

臨床心理に関する高度な専門性を有するスクールカウンセラー の配置や２０

教員の教育相談に関する資質を高めるための研修の充実を図るとともに、関

係機関との連携を密にし、子どもたちや保護者の多様化する悩みに対応でき

る相談体制の整備を推進します。

特に、被災した子どもたちの心のケアや生活のケアに対応するため、県内

のすべての公立学校でスクールカウンセラーが活用できるよう、十分な人数

を配置するとともに、スクールソーシャルワーカー の配置・活用を推進し２１

ます。

……臨床心理に関する高度な専門性を有し、生徒指導等に係る課題に対応す
20

スクールカウンセラー

るため学校に配置された者。

……社会福祉等の専門的な知識や技術を有し、問題を抱えた児童生徒
21

スクールソーシャルワーカー

に対して、多様な支援方法を用いて課題解決への対応を図る者。
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◇ いのちやこころを大切にする性に関する指導の充実

各学校において、いのちやこころを大切にする性に関する指導を通し、児

童生徒の発達の段階に応じた性に関する指導を推進できるよう、教員に対す

る研修を充実するとともに、関係機関との連携協力のもと、専門家を各学校

に派遣する事業を実施することなどにより、適切な意志決定や行動選択がで

き、自分や他者を大切にする気持ちを持つこころ豊かな児童生徒の育成を進

めます。

◇ 男女共同参画社会 の形成に向けた教育の推進１９

学校教育全体を通して、男女が共に生き、共に学ぶことの大切さを実感で

きる感性や意識を涵養します。特に、社会科や公民科、家庭科等における学

習を通して、男女が相互に協力し家庭や地域の生活を創造していく能力や実

践的な態度の育成に努めます。

◇ 幼児教育の推進

新しい幼稚園教育要領 の理念に基づき、幼児の発達や学びの連続性を踏２２

まえ、幼稚園教育課程研究協議会や幼児教育実技研修会等を実施し、小学校

就学前の子どもの教育の在り方についての指導力の向上を図ることなどによ

り、幼児が健やかに成長できるよう、幼児教育を支援します。

◇ 子どもの読書活動の推進（関連施策：施策９）

子どもに読書の楽しさを実感させ、生涯にわたる望ましい読書習慣を形成

させるために 「子ども読書活動推進計画 」をもとに学校図書館と公共図、 ２３

書館 の連携を促進するなど、家庭、地域、学校等の連携による子どもの読２４

書活動を進めます。

◇ 豊かなこころを育成するための普及啓発活動の推進

子どもたちの規範意識の向上や「豊かなこころ」の育成のため、広く県民

と共に社会における基本的なルール等の普及啓発に努めます。

……２１ページ参照。
19

男女共同参画社会

……全国どこの幼稚園で教育を受けても一定の教育水準を確保するために文部科学
22

幼稚園教育要領

省が定めているもので、幼稚園での活動内容のもとになるもの。新しい幼稚園教育要領は平

成20年３月に公示され、平成21年度から全面実施されている。

……子どもの読書活動の推進に関する法律（平成13年12月12日公布）第９
23

子ども読書活動推進計画

条に基づき、すべての子どもがあらゆる機会と場所において自主的に読書活動を行うことが

できる環境を整備するため、各地方公共団体が策定する計画。

本県においては、平成22年度を初年度とする第２次計画を策定した。

……地方公共団体や法人等が設置する図書館。
24

公共図書館
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〔施策１ 指標〕

指 標 名 現 況 値 目 標 値 備 考

「道徳の時間」の授業を H20年度 79.6％ H28年度 100％ 調査サイクル４年

公開している小学校の割

合（公立小学校）

モニタリング指標体験活動・ボランティア H23年度 220時間 H32年度 増加を目指す

（参考 H22年度 265時間）活動の実施状況（時間）

（公立小学校）

モニタリング指標いじめの認知件数（国公 H23年度 175件 H32年度 適切に対応する

（参考 H22年度 232件）私立小・中・高・特別支

援学校 ）
16

いじめの解消率（国公私 H23年度 92.6％ H25年度 100％

（H23年度より）立小・中・高・特別支援

学校）

モニタリング指標暴力行為の発生件数（国 H23年度 202件 H32年度 減少を目指す

（参考 H22年度 214件）公私立小・中・高等学校)

不登校の件数（国公私立 H23年度 1,491件 H32年度 940件以下

（参考 H22年度 1,575件）小・中学校）

※｢そう思う｣｢どちらスクールカウンセラー が H24年度 67.0％ H32年度 100％
20

かというとそう思う｣効果を上げているとする （H24年度より）

のうち、後者は含まな学校の割合(公立小・中・

い。高等学校）

「性に関する指導」の手 H24年度 87.2％ H26年度 100％

（参考 H22年度 89.0％）引活用率（公立幼・小・

中・高・特別支援学校）

公立幼稚園における小学 H23年度 96.7％ H26年度 100％

（参考 H22年度 95.2％）校との連携活動実施率

モニタリング指標公立幼稚園における子育 H23年度 70.0％ H32年度 上昇を目指す

（参考 H22年度 87.8％）て支援事業実施率

市町村における「子ども H23年度 61.0％ H32年度 90.0％以上

（参考 H22年度 48.0％）読書活動推進計画 」の策
23

定状況（％）

本を１か月に一冊以上読 H23年度 参考 H22年度 H26年度（ ）

んだ児童生徒の割合（公 小学校 98.1％（98.3%） 小学校 100％

立小・中学校） 中学校 83.6％（83.9%） 中学校 90.0％以上

……１７ページ参照。
16

特別支援学校

……２２ページ参照。
20

スクールカウンセラー

……２３ページ参照。
23

子ども読書活動推進計画


